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主な目次
第61回利根川水系連合水防演習
　5月19日、久喜市栗橋地先におい
て、国土交通省、1都6県主催によ
り開催されました。
　本町からは、利根川栗橋流域水
防事務組合として、五霞町消防団
が水防訓練の水防工法に参加しま
した。
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熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
。

夏
本
番
に
向
け
て
、
気
温
が
上
が
る

に
つ
れ
、
熱
中
症
に
な
る
方
が
増
え

て
き
ま
す
。
熱
中
症
を
知
っ
て
、
し

っ
か
り
予
防
し
、
元
気
に
夏
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
は
、
室
温
や
気
温
が
高
い

中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働
か
な

く
な
り
、
体
温
上
昇
・
め
ま
い
・
体

の
だ
る
さ
・
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異

常
な
ど
、
様
々
な
症
状
を
起
こ
す
病

気
で
す
。
重
症
に
な
る
と
命
に
か
か

わ
り
ま
す
。
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て

い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
、

熱
中
症
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
次
の
事
に
気
を
つ
け
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
時
は
日
陰
を
選
び
、
帽
子
や

日
傘
を
利
用
す
る

・
す
だ
れ
、
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
直

射
日
光
を
防
ぐ

・
窓
を
開
け
風
通
し
を
よ
く
す
る

・
最
近
開
発
さ
れ
て
い
る
吸
汗
・
速

乾
素
材
の
服
を
活
用
す
る

・
襟
元
は
な
る
べ
く
ゆ
る
め
て
通
気

を
良
く
す
る

・
の
ど
が
渇
く
前
、
ま
た
は
外
出
す

る
前
か
ら
水
分
を
補
給
す
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
補
給
し
た
水
分
以

上
の
水
分
が
尿
で
排
泄
さ
れ
る
た

め
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
水
分
補
給

は
避
け
る

・
暑
い
環
境
に
体
が
慣
れ
る
に
は
１

カ
月
程
度
か
か
る
の
で
、
暑
く
な

り
始
め
や
急
に
暑
く
な
る
日
に
は

熱
中
症
に
気
を
つ
け
る

・
日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で

汗
を
か
く
習
慣
を
身
に
つ
け
、
夏

の
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
に

取
り
組
む

・
食
事
は
抜
か
な
い

・
夜
更
か
し
は
せ
ず
、
体
を
休
め
る

・
深
酒
を
し
な
い

　
子
ど
も
は
、
地
面
の
照
り
返
し
に

よ
り
、
大
人
よ
り
も
高
い
温
度
に
さ

ら
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
、
汗
腺
な
ど

が
未
熟
で
す
。
体
温
調
整
機
能
が
十

分
に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。
遊
び
の
最
中
に
は
水

分
や
休
憩
を
こ
ま
め
に
取
り
、
外
出

時
は
服
装
の
色
や
素
材
に
注
意
し
、

帽
子
も
必
ず
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
は
汗
を
か
き
に
く
か
っ
た

り
、
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
体
温
を

下
げ
る
た
め
の
体
の
反
応
が
弱
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
自
覚
症
状
が
な
く

て
も
熱
中
症
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
喉
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
し
た
り
、
温
度
計
を
利

用
し
、
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
確

認
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
や
高
齢
の
方
は
、
自
分
自

身
の
健
康
管
理
が
難
し
い
面
も
あ
り

ま
す
。
周
り
の
方
が
気
に
か
け
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　
風
通
し
の
よ
い
日
影
や
ク
ー
ラ
ー

の
効
い
て
い
る
室
内
に
移
動
し
、
衣

服
を
緩
め
て
楽
に
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
扇
風
機
や
う
ち
わ
な
ど

で
風
を
当
て
て
、
体
を
冷
や
し
ま
す
。

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
水

分
を
少
し
ず
つ
、
こ
ま
め
に
あ
た
え

ま
す
。
症
状
が
改
善
す
れ
ば
、
受
診

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
善
が

見
ら
れ
な
い
と
き
は
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
い
な
ど
、

意
識
障
害
が
あ
る
と
き
や
自
力
で
水

分
摂
取
が
出
来
な
い
と
き
は
救
急
車

等
で
急
い
で
医
療
機
関
で
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
夏
も
節
電
に
取
り
組
ま
れ

る
ご
家
庭
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機

を
上
手
に
利
用
し
、
暑
い
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

①
暑
さ
を
避
け
る

②
服
装
を
工
夫
す
る

③
こ
ま
め
に
水
分
を
補

給
す
る

④
急
に
暑
く
な
る
日
に

注
意
す
る

⑤
暑
さ
に
備
え
た
体
作

り
を
す
る

⑥
体
調
管
理

も
し
か
し
た
ら「
熱
中
症

か
な
？
」
と
思
っ
た
ら



平
成
23
年
度

財
政
状
況
の
公
表は支出額

繰 入 金

国庫支出金

繰 越 金

県 支 出 金

総 務 費

そ の 他

歳　　出

農林水産業費

公 債 費

民 生 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

は収入額

は予算額

は予算額歳　　入

町 税

地方交付税

執行額予算額 区分会　　計

国民健康保険

介 護 保 険
(サービス勘定）

公共下水道事業

介 護 保 険
(事業勘定）

執行率

農業集落排水事業

後期高齢者医療

特　別　会　計

4億6,432万円

4億6,331万円

4億5,260万円

4億4,916万円

97.5%

96.9%

5,810万円

2億9,814万円

5,615万円

2億9,023万円

96.6%

97.3%

執行額
収益事業 資本事業

予算額
区分

歳入

歳出

会 計

水 道
事 業

予算額 執行率 執行率執行額

企　業　会　計

48台（特殊車両、バス等含）車両

363,824㎡ 34,880㎡

20億191万円

土地 建物

基金

（3月末現在）
町有財産の状況

企　業　会　計

合　　計

特　別　会　計

（3月末現在）

一　般　会　計 39億4,056万円

44億9,261万円

29億840万円

113億4,157万円

町債の状況

一　　般　　会　　計

（86.2％）

（100.0%）5億2,626万円
5億2,626万円

（59.4%）7,445万円
1億2,524万円

2億1,018万円
2億4,373万円

（100.0%）5億8,043万円
5億8,043万円

3億6,674万円
4億307万円

町 債 （1.3%）

（91.0%）

310万円
2億4,380万円

そ の 他

※歳入・歳出の並びは、上半期財政状
況の公表（広報ごか2011年11月
号）と同じにしてあります。

（101.3%）20億8,698万円
20億6,022万円

（7.1%）6,717万円
9億4,520万円

（79.8%）

（65.8%）

4億2,003万円
5億2,653万円
6億5,931万円
10億235万円

（9.6%）

（79.5%）

（91.0%）

（34.0%）

（82.4%）

8,977万円
9億3,298万円

3億9,417万円
4億9,585万円

4億5,632万円
5億163万円

1億1,906万円
3億4,980万円
2億9,045万円
3億5,268万円

（92.8%）8億9,633万円
9億6,613万円

（
３
月
末
現
在
）

収入額
予算額

執行率（76.4％）
39億1,531万円
51億2,795万円

支出額
予算額

執行率（64.8％）
33億2,544万円
51億2,795万円

11億236万円

1億3,653万円

5億3,645万円

329万円

3億2,800万円

1億8,136万円

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

8億8,383万円

9億9,238万円

5,462万円

1億3,372万円

3億7,920万円

4億6,918万円

378万円

223万円

8,537万円

2億9,847万円

4,371万円

1億5,114万円

80.2%

90.0%

40.0%

97.9%

70.7%

87.5%

114.9%

67.8%

26.0%

91.0%

24.1%

83.3%
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町
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
か
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
き
年
２
回
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
24
年
３
月
末
現
在

の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
平
成
23
年
度
会
計
は
、
５
月
末

ま
で
（
出
納
整
理
期
間
）
に
整
理
し

最
終
の
決
算
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
当
初
36
億
７
，
０
０
０
万
円
で

ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
の
補
正
額

14
億
２
，
７
３
２
万
円
と
22
年
度
か

ら
の
繰
越
額
３
，
０
６
３
万
円
を
追

加
し
、
51
億
２
，
７
９
５
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
額
に
対
し
て
、
歳
入
で

は
39
億
１
，
５
３
１
万
円
（
予
算
額

の
76
・
４
％
）
が
収
入
済
で
、
歳
出

で
は
33
億
２
，
５
４
４
万
円
（
同
64

・
８
％
）
が
支
出
済
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ほ
か
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
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職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
加
入
者
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、
す
べ
て

の
人
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

（
被
保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ

に
備
え
て
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
保

険
税
を
出
し
合
う
相
互
扶
助
の
制
度

で
す
。
国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
の
納
税
通
知
書
の

発
送
は
７
月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
第
１
期
の
納
期
限
は
７
月
３１

日
(火)
で
す
の
で
、
納
め
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
保
険
税
額
の
決
め
方

　
そ
の
年
に
必
要
と
な
る
医
療
費
を

予
測
し
、
そ
こ
か
ら
み
な
さ
ん
が
医

療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
金
と
、

国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引
い

た
金
額
が
国
保
税
の
総
額
と
な
り
ま

す
。
国
保
税
の
税
率
は
市
区
町
村
ご

と
に
定
め
ら
れ
、
一
世
帯
ご
と
の
保

険
税
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

の
方
で
す
。
世
帯
主
の
方
が
国
保
以

外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
で
も
、
世
帯
の
中
に
国
保
の
加
入

者
が
１
人
で
も
い
れ
ば
、
納
税
義
務

者
（
擬
制
世
帯
主
）
と
な
り
ま
す
。

　
医
療
分(

下
表
①)

、
後
期
高
齢
者

支
援
分(

下
表
②)

及
び
介
護
分(

下

表
③)

を
計
算
し
、
合
計
し
た
も
の

が
世
帯
の
１
年
間
（
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
）
の
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

年
の
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、
そ

の
月
数
に
応
じ
て
月
割
計
算
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
分
は
加
入
者
全
員
に
、
ま
た
、
介

護
分
は
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
加
入

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
均
等
割
・
平
等
割
の
軽
減

　
国
保
加
入
世
帯
の
所
得
額
に
応
じ

て
、
税
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

税
額
の
軽
減
は
、
国
保
税
の
う
ち
加

入
者
数
に
応
じ
て
か
か
る
均
等
割
と

加
入
世
帯
に
か
か
る
平
等
割
が
対
象

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
　
　
計
算
方
法

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め

の
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
世
帯
被

保
険
者
の
う
ち
、
税
法
上
の
被
扶
養

者
を
除
い
て
、
町
に
前
年
中
の
所
得

情
報
の
無
い
方
（
所
得
未
申
告
者
）

が
い
る
場
合
、
国
保
税
の
正
確
な
算

定
や
軽
減
の
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
倒
産
、
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ
れ

た
方
の
軽
減

　
会
社
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
り
離

職
さ
れ
た
方
（
非
自
発
的
失
業
者
）

に
対
し
、
国
保
税
の
軽
減
制
度
が
あ

り
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　
（
倒
産
、
解
雇
等
に
よ
る
離
職
）

・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　
（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
失
業
給
付
を
受
け
る
方

【
軽
減
内
容
】

・
国
保
税
の
う
ち
、
所
得
割
の
算
定

に
つ
い
て
、
前
年
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
３０
と
み
な
す

・
高
額
療
養
費
等
の
所
得
区
分
判
定

　
も
同
様
と
な
る

【
軽
減
期
間
】

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
月
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

【
申
請
】

・
場
　
所
　
町
民
税
務
課
②
窓
口

・
持
参
す
る
も
の

　
印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
発

行
す
る
雇
用
保
険
受
給
者
証

　
な
お
、
他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入

等
に
よ
り
国
保
を
脱
退
し
ま
す
と
、

本
軽
減
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
軽
減
に
つ
い
て

軽減判定の基準

軽減割合 
基準となる所得金額（擬制世帯主
を含む世帯主、被保険者及び特定
同一世帯所属者の所得の合計額） 

７割軽減 33万円以下 

５割軽減 
33万円＋（24.5万円×世帯主を除
く被保険者及び特定同一世帯所属
者の数）以下 

２割軽減 
33 万円＋（35 万円×被保険者及
び特定同一世帯所属者の数）以下 

※擬制世帯主…国保の被保険者の属する世帯で、その世
帯主が国保に加入していない場合であっても、国保税
の納税義務者は世帯主となり、擬制世帯主といいま
す。
※特定同一世帯所属者…国保から後期高齢者医療制度へ
移行された方で、後期高齢者医療の被保険者となった
後も継続して同一の世帯に属する方をいいます。ただ
し、後期高齢者医療の被保険者となった時点の世帯主
に変更があった場合や、後期高齢者医療被保険者と
なった日の属する月以降５年を経過した場合は、特定
同一世帯所属者ではなくなります。

国などからの
補助金保険税

病院などで支払う
一部負担金

その年に
予想される
医療費

 医療分① 後期高齢者 
支援分② 

介護分③ 
(40歳から64歳)  

所得割  
（加入者の前年の所得に応じて計算） 

7.8％ 2.0％ 1.3％ 

資産割  
（加入者の固定資産税額に応じて計算） 

30.0％ 8.0％ 7.0％ 

均等割  
（１人当り） 

 

平等割  
（１世帯当り） 

 

賦課限度額   

平成2４年度の税率と賦課限度額 

20,000円

20,000円

510,000円

5,000円

6,000円

140,000円

7,000円

6,000円

120,000円
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○
普
通
徴
収

　
現
金
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納

付
い
た
だ
き
ま
す
。
（
納
期
は
８
期

あ
り
ま
す
）

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
注
１
）

の
年
金
の
支
払
時
に
、
国
保
税
を
差

し
引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
）

（
注
１
）
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

１
．
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
。

２
．
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
が
65
歳

以
上
74
歳
未
満
。

３
．
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
。

４
．
世
帯
主
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な

い
。

○
納
付
時
期

　
国
保
税
を
滞
納
す
る
と
次
の
よ
う

な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を
受

け
た
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
更
に
滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期
間

の
短
い
短
期
被
保
険
者
証
（
※
１
）

が
交
付
さ
れ
、
財
産
差
押
え
等
の

滞
納
処
分
に
伴
う
調
査
等
に
着
手

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
１
年
が
過
ぎ
る
と
短

期
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
、
被

保
険
者
資
格
証
明
書
（
※
２
）
が

交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の

際
は
か
か
っ
た
医
療
費
は
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
る
と

療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
葬
祭
費

な
ど
の
国
民
健
康
保
険
の
給
付
が

全
部
、
ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。

⑤
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
か
ら

滞
納
し
て
い
る
国
保
税
に
充
て
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
１
　
短
期
被
保
険
者
証

　
国
民
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
使
用
期
限
が

短
期
間
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
保
険

証
の
定
期
更
新
を
役
場
窓
口
で
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
２
　
被
保
険
者
資
格
証
明
書

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資

格
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
で
、

保
険
証
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の

間
の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

り
、
国
保
税
に
つ
い
て
は
さ
か
の
ぼ

っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
時
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
す
る
時
も
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
本
来
支

払
う
必
要
の
な
い
国
保
税
が
課
税
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
65
歳
未
満
で
国
保
に
加
入
し
て
い

る
人
の
う
ち
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
に
20
年
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以

降
に
10
年
以
上
加
入
し
て
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
受
診
時
の
自
己

負
担
割
合
は
一
般
の
国
保
と
同
様
で

す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
年
金
証
書
を
持

参
の
う
え
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
滞
納
に
つ
い
て

加
入
、
脱
退
に
は
必
ず
届
出
を

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
（
資
　
格
）
町
民
Ｇ
　
☎
（84）
１
９
６
５

　
　
　
　
　
　
（
国
保
税
）
税
務
Ｇ
　
☎
（84）
１
９
６
６

勤務先の健康保険をやめた時

勤務先の健康保険の被扶養者でなくなった時

子供が産まれた時

生活保護を受けなくなった時

他の市町村に転出する時

勤務先の健康保険に加入した時

勤務先の健康保険の被扶養者になった時

死亡した時

生活保護を受け始めた時

退職者医療制度の対象となった時

町内で住所が変わった時

世帯主や氏名が変わった時

印鑑、勤務先の健康保険をやめた証明書

印鑑、被扶養者でなくなった事が分かる証明書

印鑑、保険証、母子手帳

印鑑、保護廃止決定通知

印鑑、保険証

印鑑、国民健康保険と勤務先の健康保険の両方

の保険証

印鑑、保険証 ( 世帯主死亡の場合は世帯全員の

保険証 )、死亡を証明するもの

印鑑、保険証、保護開始決定通知書

印鑑、保険証、厚生・共済年金証書

印鑑、保険証

印鑑、保険証

こんな時は手続きを 手続きに必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他



 
町では、平成 25 年 4 月 1 日から採用する正職員を募集します。応募される方は、次の募集要項

を確認のうえお申し込みください。 

五霞町職員募集要項 

採用区分 一般行政職（本庁舎または出先機関で一般事務に従事。） 

採用予定人数 若干名 

受験資格 

昭和 58 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日までに生まれた方で、大学・短大・専門

学校・高等学校を卒業または卒業見込みの方 

※ただし、地方公務員法第 16 条（欠格事項）に該当する場合は受験できません。 

試験方法 
A 試験（大学卒） ○1 次試験 教養試験（作文含む。） 

○2 次試験 口述試験及び身体検査 

※2 次試験は、1 次試験合格者のみ実施します。 B 試験（短大・高校卒等） 

試験日及び 

場所 

・1 次試験 9 月 16 日（日） 茨城大学（水戸市文京 2－1－1） 

・2 次試験 11 月中旬 ※詳細な日時及び試験場所は 1 次試験合格者に通知します。 

合格者の発表 ・1 次試験  10 月中旬      ・最終合格者 11 月下旬 

給　　与 

 条例等に基づき給料、扶養手当、通勤手当、住居手当、期末手当、勤勉手当、時

間外勤務手当等を支給条件に応じて支給されます。 

 また、条例に基づく初任給については、前職等の経歴のある場合は、所定の金額

が加算されます。 

受付期間 
7 月 2 日（月）から 7 月 31 日（火）まで 

午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで ※閉庁日は除きます。 

お申し込み 

方法 

・申込書の請求 

 申込書は総務課へ請求してください。 

 郵送にて請求する場合は、封筒に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、あて 

先明記のうえ 120 円切手を貼った A4 版の返信用封筒を同封してください。 

・お申し込み先 

 総務課へ持参または郵送してください。 

 郵送の場合は、受付期間内必着とし、封筒（A4 版）の表に「採用試験申込書在 

中」と朱書きすること。また、必ず簡易書留で郵送すること。（簡易書留によらな 

い場合の事故については、責任を負いません。） 

お問い合わせ 
〒306－0392 茨城県猿島郡五霞町大字小福田1162－1 

総務課 秘書・人事 G  ☎（84）1111  内線 227  

 

町では、臨時職員（一般事務補助）を募集します。希望される方は、次の募集内容を確認のうえ

お申し込みください。お申し込みされた方の中から、面接などによる選考のうえ採用します 

人  数 1 名 

応募資格 
・普通免許を有する方 ・パソコン操作のできる方（文書作成、表計算等） 

ただし、地方公務員法第 16 条（欠格事項）に該当する場合は応募できません。 

雇用期間 平成 24 年 9 月 1 日から平成 25 年 2 月 28 日まで 6 カ月間 

勤務時間 原則として月曜日から金曜日 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで 

賃  金 日給 6,400円 ※別途通勤手当、割増給、臨時給があります。 

受付期間 
7 月 2 日（月）から 7 月 20 日（金）まで 

午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで ※閉庁日は除きます。 

お申し込み 

方法 

市販の履歴書に所要事項を記入のうえ、運転免許証の写しを添えてお申し込みく

ださい。なお、郵送の場合は、受付期間内必着とします。 

お申し込み先

お問い合わせ 

〒306－0392 茨城県猿島郡五霞町大字小福田1162－1 

総務課 秘書・人事G  ☎（84）1111  内線227  

 

町職員を募集します

臨時職員を募集します
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環
境
美
化
運
動
の
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の

日
）
に
併
せ
て
、
５
月
27
日
、
町
内
全

域
に
お
い
て
環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
道
路
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た

ご
み
を
拾
い
、
全
体
と
し
て
約
４
，
５

６
０
㎏
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
回
収
量
は
昨
年
度
よ
り
も
１
４

０
㎏
減
少
し
て
お
り
、
環
境
に
対
す
る

意
識
の
向
上
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
き
れ
い
な
町
を

目
指
し
、
普
段
か
ら
環
境
美
化
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た

　
５
月
17
日
、
町
の
行
政
相
談
員
の
竹

内
邦
博
氏
が
、
多
年
に
わ
た
り
行
政
相

談
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
功
績

を
た
た
え
ら
れ
、
総
務
省
関
東
管
区
行

政
評
価
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
住
民
の
相
談
役
と
し
て
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
要
望
、
行
政
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た

め
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る

連
絡
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

竹
内
邦
博
行
政
相
談
員
が
関
東

管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た

　
６
月
５
日
、
坂
東
市
岩
井
体
育
館
に

お
い
て
、
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
境

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、
境
警
察
署
管

内
の
小
学
校
か
ら
９
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

当
町
か
ら
は
五
霞
東
・
西
小
学
校
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
２
チ
ー
ム
ず
つ
出
場
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
日
頃
練
習
し
た
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
、
団
体
の
部
で
は
五
霞
西

小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
、
ま
た
、

個
人
の
部
で
は
五
霞
西
小
学
校
藤
沼
蒼そ

う

湖ご

さ
ん
（
６
年
生
）
が
第
１
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　
最
近
は
、
県
内
で
も
自
転
車
に
よ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、

安
全
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
境
地

区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
境
地
区
交
通
安
全
協
会
五
霞
支
部
、

五
霞
町
交
通
安
全
母
の
会
、
境
警
察
署

の
協
力
に
よ
る
「
交
通
安
全
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
は
、
五
霞
西
小
学
校
に
お

い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
地
区
委
員
及
び

小
学
１
年
生
の
保
護
者
が
、
子
ど
も
た

ち
の
交
通
ル
ー
ル
を
指
導
す
る
立
哨
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
11
日
に
は
、
五
霞
東
・

西
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
教
室
が
開

催
さ
れ
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
は
「
正

し
い
歩
行
の
仕
方
」、４
年
生
か
ら
６
年

生
は
「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
」
を

講
話
及
び
実
技
指
導
で
学
び
ま
し
た
。

　
児
童
が
毎
日
安
全
に
登
下
校
で
き
る

よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
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ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

■
第
32
回
五
霞
町
Ｇ
Ｂ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
絆
大
会

○
日
時
　
５
月
21
日

○
場
所
　
ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加
　
10
チ
ー
ム

○
結
果
　
優
　
勝
　
堀
之
内
チ
ー
ム

　
　
　
　
準
優
勝
　
宮
前
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
第
３
位
　
宮
前
Ａ
チ
ー
ム

■
第
64
回（
春
）

　
　
　
　
　
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時
　
５
月
13
日
、
20
日
、
27
日

○
場
所
　
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
原
宿

台
運
動
公
園
・
丸
池
台
球
場

○
参
加
　
13
チ
ー
ム

○
結
果
　
優
　
勝
　
原
宿
台
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
準
優
勝
　
小
福
田
チ
ー
ム

　
　
　
　
第
３
位
　
大
福
田
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
土
与
部
チ
ー
ム

　
５
月
29
日
、
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
境
町
）
に
お
い
て
、
第
24
回

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合
管
内
高
齢

者
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
組
合
管

内
の
市
町
か
ら
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
優

勝
を
争
い
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
幸
主
チ
ー
ム
と
小
福
田

Ｋ
Ｇ
Ｂ
Ｆ
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
幸
主
チ

ー
ム
が
優
勝
、
小
福
田
Ｋ
Ｇ
Ｂ
Ｆ
チ
ー

ム
が
第
３
位
と
両
チ
ー
ム
と
も
に
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、
ご
近
所
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
足
を
運
ん
で
、
楽
し

く
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

五
霞
町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る

美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　
６
月
３
日
、
五
霞
町
商
工
会
青
年
部

に
よ
る
環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
青
年
部
と
地
域
に
お

け
る
絆
を
確
認
す
る
と
と
も
に
感
謝
し
、

今
後
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
等
を

目
的
と
し
て
全
国
の
商
工
会
青
年
部
員

が
同
日
・
同
時
刻
に
様
々
な
運
動
を
実

施
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
町
で
は
、
国

道
４
号
線
五
霞
跨
道
橋
下
に
捨
て
ら
れ

た
可
燃
ご
み
や
び
ん
及
び
缶
類
等
の
ご

み
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
環
境
美
化
に
関
す
る
運
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い

き
れ
い
な
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

第
25
回
さ
し
ま
環
境
管
理
事
務

組
合
管
内
高
齢
者
親
善
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
６
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
、

道
の
駅
「
ご
か
」
情
報
館
前
に
お
い
て
、

文
化
協
会
加
盟
団
体
　
五
霞
町
さ
つ
き

会
（
藤
河
照
雄
会
長
）
主
催
の
第
５
回

五
霞
町
さ
つ
き
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
中
に
は
、
町
内
や
近
隣
市

町
の
さ
つ
き
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
の
、

丹
精
込
め
て
育
て
あ
げ
ら
れ
た
さ
つ
き

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
み
な
さ
ん
は
、
１
本
か
ら

何
色
も
の
花
が
咲
く
さ
つ
き
な
ど
に
足

を
止
め
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
５
回
さ
つ
き
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

優勝した原宿台Ｂチーム
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南
児
童
館
で
は
、
５
月
14
日
に

「
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

違
う
色
の
紙
テ
ー
プ
の
し
っ
ぽ
を
付

け
ま
す
。
自
分
の
し
っ
ぽ
を
取
ら
れ

な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
相
手
チ
ー

ム
の
し
っ
ぽ
を
ど
れ
だ
け
多
く
取
れ

し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム

　
西
児
童
館
で
は
、
５
月
10
日
に

「
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
三
角
巾
と
エ
プ
ロ
ン
を
か
け
準
備

が
で
き
た
ら
、
ク
ッ
キ
ン
グ
の
始
ま

り
で
す
。
今
回
は
、
プ
リ
ン
ア
ラ
モ

手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ

　
月
の
行
事
予
定

７●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
星
に
願
い
を
　
　
　
　
　
５
日
(木)

・
ち
び
っ
こ
広
場
　
　
　
　
６
日
(金)

・
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ
　
　
12
日
(木)

・
避
難
訓
練
　
　
　
　
　
　
18
日
(水)

・
そ
う
め
ん
流
し

　
（
母
親
ク
ラ
ブ
主
催
）
　
21
日
(土)

・
キ
ラ
キ
ラ
シ
ャ
ボ
ン
玉
　
31
日
(火)

　「
さ
ぁ
、
男
の
子
、
女
の
子
と
聞
い
て
、

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か
び
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま

し
た
。

【�

男
の
子
】•
強
い
•
運
動
神
経
が
い
い
•
運

動
が
好
き
•
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
•
す
ぐ
ケ

ン
カ
す
る
•
髪
の
毛
が
短
い
•
外
遊
び
が

好
き
•
よ
く
怒
る
•
忘
れ
物
が
多
い
•
う

る
さ
い
•
青
か
黒
が
好
き
•
元
気
が
あ
る

•
明
る
い
•
お
も
し
ろ
い
•
乗
り
物
が
好

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

【�

女
の
子
】 

•
Ａ
Ｋ
Ｂ
が
好
き
•
優
し
い
•

ス
カ
ー
ト
•
習
い
事
が
多
い
•
髪
の
毛
が

長
い
•
お
し
ゃ
べ
り
好
き
•
ピ
ン
ク
や
赤
、

水
色
が
好
き
•
料
理
が
う
ま
い
•
ア
ク
セ

サ
リ
ー
好
き
•
赤
ラ
ン
ド
セ
ル
•
赤
ち
ゃ

ん
を
産
む
•
虫
が
嫌
い
•
あ
ま
い
食
べ
物

が
好
き
•
お
と
な
し
い
•
持
ち
物
を
大
切

に
す
る
•
ま
じ
め
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
黒
板
の
右
側
に
男
子
、
左
側
に
女
子
の
イ

メ
ー
ジ
が
並
べ
ら
れ
た
瞬
間
、
た
く
さ
ん
の

反
論
意
見
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。

○ 

ぼ
く
も
あ
ま
い
食
べ

物
が
好
き
で
す
。
男

女
は
関
係
な
い
で
す
。

○ 

私
は
、
女
子
だ
っ
て

運
動
神
経
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

○ 

女
子
も
、
外
で
遊
ぶ

事
が
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。

※ 

意
見
を
聞
い
て
、
男
女
の
違
い
の
な
い
も

の
は
、
黒
板
の
真
ん
中
に
集
め
ま
し
た
。

す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
意
見
が
男
女
関
係
な

く
、
真
ん
中
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

○ 

「
ス
カ
ー
ト
も
、
外
国
で
は
、
男
の
人
も
は
い
て

い
る
国
が
あ
り
ま
す
。」（
教
師
側
が
、
今
流
行
の

「
男
子
ス
カ
ー
ト
」の
写
真
を
紹
介
し
て
、
ス
カ
ー

ト
も
男
女
の
関
係
が
な
い
黒
板
の
真
ん
中
に
。）

○ 

赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
や
っ
ぱ
り
女
子
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
と
男
子
意
見
。

○ 

男
子
だ
っ
て
、
赤
い
シ
ャ
ツ
や
赤
い
ズ
ボ
ン
を
は

き
ま
す
。
だ
か
ら
、
赤
だ
か
ら
っ
て
女
子
と
は
限

ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？（
そ
の
日
、
教
師

も
真
っ
赤
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
赤
ラ
ン
ド
セ
ル
も
、
男

女
の
関
係
が
な
い
黒
板
の
真
ん
中
に
。）

　
最
後
に
、
左
右
に
残
っ
た
の
は
、
女
の
子
の
『
赤

ち
ゃ
ん
を
産
む
』
だ
け
で
し
た
。

《
授
業
の
感
想
》

○ 

男
女
に
違
い
は
、
ほ
と
ん
ど

な
い
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
赤
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
女

子
だ
け
か
と
思
っ
た
け
ど
、

男
子
が
持
っ
て
も
変
じ
ゃ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

○ 

男
女
、
ど
ち
ら
も
同
じ
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
私
は

服
や
髪
の
毛
の
長
さ
な
ど
男

女
を
決
め
つ
け
て
い
た
の
で
、
気
を
つ
け
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

○ 

男
と
女
は
全
然
違
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

こ
の
授
業
で
、
男
女
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
男
女
、
仲
よ
く
し
て
、
協
力
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

○ 

男
子
も
女
子
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
、
男
女
差

別
し
な
い
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

○ ｢

女
の
く
せ
に
だ
ら
し
な
い
。｣

と
か
、
よ
く
言
わ

れ
る
け
ど
、
男
も
女
も
関
係
な
く
、
き
ち
ん
と
し

て
た
方
が
い
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
男
女
同

じ
だ
か
ら
…
。

○ 

ぼ
く
は
、
男
女
み
ん
な
平
等
が
一
番
い
い
と
思
い

ま
し
た
。

○ 

男
の
く
せ
に
…
と
か
、
女
ら
し
く
…
と
か
、
差
別

し
な
い
よ
う
に
生
活
し
た
い
で
す
。

○ 

体
の
区
別
以
外
は
、
男
女
は
違
い
が
な
い
と
分
か

り
ま
し
た
。

　
男
女
、
差
別
な
く
協
力
し
て
お
互
い
が
尊
重
し
合

い
生
活
す
る
こ
と
、
男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
よ
り
、

人
間
ら
し
く
温
か
く
生
活
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
の
糧
と
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

思いやりの心で明るい社会を

男の子、女の子の
違いについて
考えよう

五霞西小学校
4 年生、5 年生の道徳授業から

る
か
を
競
い
ま
す
。

　
し
っ
ぽ
を
取
っ
た
時
も
取
ら
れ
た

時
も
、
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
幼

児
か
ら
小
学
生
ま
で
み
ん
な
楽
し
く

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。
プ
リ
ン
を
ホ

イ
ッ
プ
や
切
っ
た
バ
ナ
ナ
、
い
ち
ご

で
飾
っ
て
、
と
て
も
お
い
し
く
食
べ

ま
し
た
。

　
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ
は
、
小
学
生

を
対
象
に
年
10
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
毎
回
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
　
　
２
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
　
　
　
５
日
(木)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
　
　
　
12
日
(木)

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ
　
17
日
(火)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
　
　
　
19
日
(木)

・
お
楽
し
み
会
　
　
　
　
　
20
日
(金)

・
シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ば
そ
う
　
26
日
(木)
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　役場の代表電話は（84）1111です　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
送
付
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 

（
町
民
税
務
課
）

　
国
民
健
康
保
険
で
は
70
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
被
保
険
者
に
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
は
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
す
る
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
下
旬

に
発
送
予
定
で
す
。
８
月
か
ら
は
新

し
く
送
付
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
に
か
か
る
際
に

は
、
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証

を
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№443）

※ 

８
月
以
降
に
な
り
ま
し
た
ら
、
有

効
期
限
切
れ
の
高
齢
受
給
者
証
は

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
は

○
対
象
者
　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

※ 

受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生
月
の
翌

月
１
日
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕

生
月
）
か
ら
有
効
で
す
。
該
当
者

に
は
郵
送
で
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。
（
75
歳
未
満
で
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
は
対

象
か
ら
除
き
ま
す
。
）

○
負
担
額

　
外
来
時
の
医
療
費
の
負
担
割
合
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

２
割
（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

１
割
）
…
各
種
控
除
後
の
課
税
所

得
額
が
１
４
５
万
円
未
満

・ 

３
割
…
各
種
控
除
後
の
課
税
所
得

額
が
１
４
５
万
円
以
上
（
一
定
以

上
所
得
者
）

※
負
担
割
合
は
毎
年
判
定
し
ま
す
。

※ 

３
割
負
担
と
な
っ
た
人
の
う
ち
、

同
じ
世
帯
の
70
歳
以
上
で
、
国
保

加
入
者
の
前
年
中
の
収
入
金
額
が

一
定
未
満
の
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
２
割
負
担
（
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
１
割
）
と
な
り
ま
す
。（
該

当
す
る
方
に
は
通
知
し
ま
す
。）

　 

　
負
担
額
、
負
担
割
合
の
変
更
は
、

基
準
に
該
当
し
て
も
申
請
が
な
け

れ
ば
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※ 

所
得
ま
た
は
収
入
額
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
負
担
割
合
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※ 

受
給
者
証
は
１
年
ご
と
に
毎
年
８

月
１
日
の
更
新
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
３
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
７
月
９
日
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

法
改
正
に
よ
り
住
民
票
の
様
式
が
変

わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
記
載
人
数
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

○
変
更
点

・
世
帯
全
員
の
写
し
（
謄
本
）

変
更
前 

１
枚
５
人
ま
で 

３
０
０
円

変
更
後 

１
枚
４
人
ま
で 

３
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
２
）

（
町
民
税
務
課
）

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
有
効
期
限
が

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
被
保
険
者

証
を
７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、

８
月
か
ら
は
新
し
く
送
付
さ
れ
る
被

保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
以
降
に
な
り
ま
し
た
ら
、
有
効

期
限
切
れ
の
保
険
証
は
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以

上
の
方
（
一
定
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
は
65
歳
以
上
）
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
税
務
Ｇ
（
内
線
２
５
２
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
前
年
中
に
給
与
、
賃
金
等
の
支
払

い
を
受
け
た
方
や
営
業
、
農
業
等
に

よ
る
事
業
収
入
が
あ
る
方
で
、
町
県

民
税
の
納
税
通
知
書
が
６
月
に
到
着

し
な
か
っ
た
方
（
給
与
天
引
き
に
よ

る
町
県
民
税
の
納
税
者
及
び
非
課
税

者
は
除
く
）
は
、
所
得
の
確
定
申
告

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
町
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か

ず
、
疑
問
に
思
わ
れ
ま
し
た
ら
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
民
に
は
所
得
の
申
告
を
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
故
意
に
申
告
を
逃

れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
Ｇ
（
内
線
２
５
４
）

所
得
の
申
告
、
お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
送
付
及
び
保
険
料
の
お

知
ら
せ

住
民
票
の
様
式
等
変
更
に
つ

い
て
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

 

（
町
民
税
務
課
）

　
個
人
事
業
税
の
納
税
は
、
公
共
料

金
と
同
じ
よ
う
に
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
振
替
納
税
が
で
き
、
安
全
で

大
変
便
利
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
預
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
で
行
え
ま
す
の
で
、
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
県
税
事
務
所
　
総
務
課

　
☎
０
２
９
６
（24）
９
１
８
４

 

（
町
民
税
務
課
）

　
国
民
年
金
は
、
高
齢
ま
た
は
事
故
、

病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に

私
た
ち
の
生
活
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
お
互
い
を
支
え
合
う

制
度
で
す
。
20
歳
以
降
の
在
学
期
間

中
の
保
険
料
を
猶
予
し
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
も
ら

う
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
（
大
学

院
）
、
短
大
、
高
等
、
高
専
、
専
修

学
校
等
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が

原
則
１
１
８
万
円
以
下
で
あ
る
と
き

で
す
。
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
と
な

り
ま
す
。

○
申
請
場
所
　
町
民
税
務
課

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
学
生
証
（
在
学
証
明
書
）
の
写
し

個
人
事
業
税
の
納
税
は
便
利

な
口
座
振
替
で

さ
か
い
ふ
る
さ
と
祭
り
（
花

火
大
会
）
開
催
に
伴
う
駐
車

場
の
開
放
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度

※ 

一
部
、
学
校
法
人
の
認
可
を
受
け

て
い
な
い
学
校
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。

※ 

学
生
以
外
で
、
所
得
が
な
い
場
合

等
に
は
別
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
０
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
と
ば
や
心
身
の
発
達
の
心
配
の

あ
る
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等
に
よ
る
発

達
相
談
を
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
相
談
で
、
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

○
日
時
　

　
７
月
13
日
(金)
、
８
月
10
日
(金)

　
９
月
７
日
(金)

○
受
付
　
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の
た
め
に

デ
イ
ケ
ア
（
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
通
院
し
な
が
ら
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
方
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
仲
間

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

す
く
す
く
相
談
の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
に
つ

い
て

関
心
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　

　
７
月
５
日
(木)
、
８
月
２
日
(木)

　
９
月
６
日
(木)

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
９
月
17
日
(月)
に
高
齢
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
今
年
入
籍
50
年
目
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○�

対
象
者
　
今
年
度
金
婚
（
入
籍
50

年
目
）
を
迎
え
ら
れ
る
町
内
在
住

の
ご
夫
婦
（
昭
和
37
年
４
月
１
日

か
ら
昭
和
38
年
３
月
31
日
ま
で
に

入
籍
の
ご
夫
婦
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
８
月
20
日
(月)
ま
で

○�

注
意
　
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

方
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○�

そ
の
他
　
五
霞
町
に
本
籍
地
が
な

い
方
は
、
戸
籍
謄
本
（
婚
姻
期
日

が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
者
支
援
Ｇ
（
内
線
２
３
９
）

今
年
金
婚
式（
入
籍
50
年
目
）

を
迎
え
る
方
へ

　
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
さ
か
い

ふ
る
さ
と
祭
り（
花
火
大
会
）」の
後

援
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
花
火
大
会
の
実
施

に
合
わ
せ
て
山
王
ス
ー
パ
ー
堤
防
の

駐
車
場
を
開
放
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
７
月
22
日
(日)

　
午
後
６
時
か
ら
駐
車
場
開
放

　
午
後
７
時
30
分
か
ら
花
火
打
上
げ

※
荒
天
の
場
合
は
翌
日
順
延

○�

開
放
場
所
　
山
王
ス
ー
パ
ー
堤
防

駐
車
場
（
２
０
０
台
程
度
）

○��

そ
の
他
　
駐
車
の
際
は
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
実
施
の
有
無
に
関
す
る
こ
と

　
境
町
観
光
協
会

（81）
１
３
１
９

・
駐
車
場
に
関
す
る
こ
と

　
地
域
産
業
Ｇ
（
内
線
２
６
１
）
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（
健
康
福
祉
課
）

　
日
頃
か
ら
血
圧
が
気
に
な
る
け
ど
、

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
方
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
を
行
い
ま

す
。

　
成
人
健
康
相
談
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
健
診
や
検
査
の
結
果
の
こ
と
な

ど
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
７
月
23
日
(月)

　
　
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

○�

持
ち
物
　
ご
家
庭
の
味
噌
汁
（
汁

の
み
お
玉
１
杯
分
程
度
）
、
健
康

手
帳
も
し
く
は
血
圧
手
帳
（
お
持

ち
の
方
）
、
健
診
結
果
表
な
ど

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古
河
に
は
、
「
マ

ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

お
子
様
連
れ
で
も
安
心
し
て
、
待
た

ず
に
お
仕
事
の
相
談
が
で
き
る
よ
う

予
約
担
当
制
を
基
本
に
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古
河

　
☎
（32）
０
４
６
１

・
社
会
福
祉
Ｇ
（
内
線
２
３
７
）

○
対
象
者
　
昭
和
７
年
３
月
31
日
以

前
の
生
ま
れ
で
（
80
歳
以
上
）
、
自

分
の
歯
を
20
本
以
上
お
持
ち
の
方

（
治
療
さ
れ
て
い
て
も
結
構
で
す
。
）

○
応
募
期
限
　
７
月
20
日
(金)

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
歯
科
医
師
会
　

　
☎
０
２
９
（
２
５
２
）
２
５
６
１

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
親
子
で
料
理
を
つ
く
り
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時
　
７
月
27
日
(金)

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

○
対
象
者
　
小
学
校
低
学
年
児
童
と

保
護
者
（
先
着
10
組
）

○
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
期
限

　
７
月
24
日
(火)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
食
生
活
改
善
推
進
会
事
務
局
）

　
☎
（84）
１
９
１
０

 

（
産
業
課
）

　
役
場
小
会
議
室
で
開
設
し
て
い
ま

し
た
相
談
窓
口
で
す
が
、
７
月
か
ら

次
の
と
お
り
相
談
場
所
を
変
更
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時
　

７
月
23
日
(月)
、11
月
１
日
(木)

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

○
場
所
　
茨
城
県
立
下
妻
特
別
支
援

学
校
（
下
妻
市
半
谷
４
９
２
―
４
）

○
対
象
　
発
達
や
運
動
機
能
に
不
安

の
あ
る
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者

○
内
容
　
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
・
情
報

交
換
な
ど

○
お
申
し
込
み
方
法
　
７
月
の
参
加

は
７
月
17
日
(火)
、
11
月
は
10
月
25
日

(木)
ま
で
に
所
定
の
参
加
申
込
書
ま
た

は
下
妻
特
別
支
援
学
校
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書

は
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
下
妻
特
別
支
援
学
校

　
☎
０
２
９
６
（44）
１
８
０
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
県
民
の
生

涯
を
通
じ
た
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
を
目
指
し
た
「
８
０
２
０
・
６
４

２
４
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加

者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　役場の代表電話は（84）1111です　

下
妻
特
別
支
援
学
校
　

ふ
れ
あ
い
教
室
開
催
の
お
知

ら
せ

　
相
談
窓
口
で
は
、
専
門
の
相
談
員

が
町
民
の
み
な
さ
ん
の
消
費
生
活
に

関
す
る
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相

談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け
た
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
へ
の

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
７
月
11
日
(水)

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
）

○
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ひ
ば
り
の
里
　
相
談
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
産
業
Ｇ
（
内
線
２
６
２)

 

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
（84）
３
５
９
５

高
血
圧
予
防
相
談
の
開
催
に

つ
い
て

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い

方
を
応
援
し
ま
す

募
　
集

８
０
２
０
高
齢
者
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

親
子
料
理
教
室
の
開
催
に
つ

い
て

消
費
生
活
相
談
窓
口
変
更
の

お
知
ら
せ 相

　
談
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こ
の
事
業
は
、
次
の
条
件
を
満

た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震

診
断
を
希
望
す
る
場
合
、
専
門
的

知
識
を
有
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
」
を
派
遣
し
て
耐
震
診
断

を
行
い
、
木
造
住
宅
の
耐
震
性
能

の
確
認
や
耐
震
化
の
意
識
啓
発
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

す
。

○
対
象
住
宅

　
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

は
、
町
内
に
建
築
さ
れ
て
い
て
、

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
対
象
住
宅
の
所
有
者
が

税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
こ
と
が

条
件
で
す
。（
所
有
者
が
複
数
の
場

合
は
代
表
者
）

（1） 

一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
ま
た
は

店
舗
等
併
用
住
宅
（
床
面
積
の

２
分
の
１
以
上
が
住
宅
で
あ
る

も
の
に
限
る
。）で
、
２
階
建
て

以
下
の
も
の
。

（２） 
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
建
築
確
認
を
受
け
て

建
築
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、

建
築
時
に
お
い
て
建
築
基
準
法

に
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
を
除

く
。

（３） 
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
枠
組
壁

工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の
。（
丸

太
組
工
法
及
び
プ
レ
ハ
ブ
工
法

な
ど
の
よ
う
な
特
殊
な
工
法
に
よ

り
建
築
さ
れ
て
い
る
も
の
は
対
象

外
）

（
注
１
）こ
の
耐
震
診
断
は
、地
震
で

の
倒
壊
の
可
能
性
や
補
強
の
必
要
性

に
つ
い
て
行
う
も
の
で
す
の
で
、東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
を
診

断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被

災
度
区
分
判
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、

各
自
で
建
築
士
事
務
所
な
ど
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
診
断
費
用
（
個
人
負
担
）

　
一
戸
あ
た
り
２
，
０
０
０
円

○
募
集
戸
数

　
先
着
20
戸

○
お
申
し
込
み
期
間

　
７
月
９
日
(月)
か
ら
８
月
10
日
(金)
ま

で
（
閉
庁
日
を
除
く
。
な
お
、
定
数

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。）

○
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

○
必
要
書
類

（１）
申
込
書

（２） 
建
築
時
期
及
び
延
床
面
積
が
確
認

で
き
る
も
の

（３） 
概
略
平
面
図
（
建
築
確
認
申
請
書

が
あ
れ
ば
そ
の
写
し
）

○
お
申
し
込
み
方
法

　
申
込
書
を
建
設
環
境
課
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

を
し
た
申
請
書
に
、
所
定
の
事
項
を

記
入
の
上
、
建
設
環
境
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
か
ら
診
断
ま
で
の

流
れ

（1） 
申
込
受
付
後
に
、
内
容
の
確
認

を
行
い
、
派
遣
住
宅
と
派
遣
す

る
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
決

定
し
ま
す
。

（２） 
派
遣
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

町
か
ら
申
込
者
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。（
派
遣
が
決
定
し
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
派
遣
決
定

通
知
に
個
人
負
担
金
納
入
の
ご

案
内
も
同
封
し
ま
す
。）

（３） 
派
遣
が
決
定
し
た
方
に
は
、
診

断
士
が
直
接
日
程
の
調
整
を
行

い
、
診
断
に
伺
い
ま
す
。
円
滑

な
日
程
調
整
と
診
断
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
町
で
関
係
し
て
い
る
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
助
成
は
本
制
度
の
み

で
す
。
派
遣
す
る
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
が
、
補
強
工
事
の
見
積
の

提
示
や
補
強
工
事
の
契
約
の
勧
誘

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
疑
わ
し
い
セ
ー
ル
ス
等
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
及
び
受
付
窓
口

建
設
環
境
課
　
建
設
都
市
計
画
Ｇ

　
☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

五
霞
町
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
派
遣
事
業 

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
支
援
し
ま
す！

　
幸
手
市
大
字
平
須
賀
・
大
字
神
扇

地
区
ほ
か
で
計
画
さ
れ
て
い
る
産
業

団
地
整
備
に
関
し
、
埼
玉
県
条
例
に

基
づ
き
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

○
縦
覧
期
間
　
７
月
27
日
(金)
か
ら
８

月
10
日
(金)
ま
で
（
閉
庁
日
除
く
）

○
場
所
　
五
霞
町
役
場
　
建
設
環
境

課
ほ
か

※ 

評
価
書
は
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
埼
玉
県
企
業
局
地
域
整
備
課

　
☎
０
４
８
（
８
３
０
）
７
１
１
７

　

０
４
８
（
８
２
５
）
２
９
２
０

○
日
時
　
８
月
７
日
(火)

　
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
場
所
　
古
河
市
中
央
運
動
公
園
総

合
体
育
館
会
議
室

○
受
講
料
　
１
，
７
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
※
申
請
受
付
時
に
徴
収
。

○
定
員
　
70
名

○
申
請
受
付
　
７
月
９
日
(月)
午
前
８

時
30
分
か
ら
（
印
鑑
持
参
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

○
そ
の
他
　
特
定
防
火
対
象
物
（
収

容
人
員
３
０
０
人
以
上
）
の
甲
種
防

火
管
理
者
は
、
受
講
後
５
年
以
内
に

再
講
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　
古
河
消
防
署
予
防
係

　
☎
（47）
０
１
２
０

　
札
幌
、
神
戸
に
続
き
、「
茨
城
―
那

覇
線
」
が
い
よ
い
よ
７
月
１
日
(日)
か

ら
９
月
30
日
(日)
ま
で
の
期
間
、
季
節

定
期
便
と
し
て
１
日
１
往
復
運
航
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
、

茨
城
空
港
を
利

用
し
た
ご
旅
行

な
ど
を
計
画
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
茨
城
か
ら
神
戸
線

（
毎
日
２
往
復
運
航
）

○
茨
城
か
ら
札
幌（
新
千
歳
）線

（
毎
日
２
往
復
運
航
）

　
運
航
ダ
イ
ヤ
、
料
金
な
ど
に
つ
い

て
は
、
ス
カ
イ
マ
ー
ク
に
電
話
（
☎

０
５
０
（
３
１
１
６
）
７
３
７
０
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
空
港
対
策
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
７
６
１

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
に

つ
い
て

平
成
24
年
度
　
甲
種
防
火
管

理
再
講
習
会
の
お
知
ら
せ

７
月
１
日
か
ら
茨
城
空
港

「
茨
城
―
那
覇
線
」が
就
航

茨城⇒那覇
12:45 → 15:50

那覇⇒茨城
9:30 → 12:05
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平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
の
消
防

官
を
募
集
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
数

　
消
防
職
、
若
干
名

○�

受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。
高
校
、
短
大
（
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
含
む
）
、

大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

25
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
等

○
身
体
的
要
件

・
身
長
　
お
お
む
ね
１
６
０
cm
以
上

・
体
重
　
お
お
む
ね
50
㎏
以
上

・ 

胸
囲
　
身
長
の
お
お
む
ね
２
分
の

１
以
上

・ 

視
力
　
嬌
正
視
力
を
含
み
両
眼
で

０
．
７
以
上
、
か
つ
一
眼
で
そ
れ

ぞ
れ
０
．
３
以
上
で
あ
る
こ
と
、

赤
色
、
青
色
及
び
黄
色
の
色
彩
の

認
識
が
で
き
る
こ
と
。

・ 

聴
力
　
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

・ 

そ
の
他
　
心
身
と
も
に
健
康
で
消

防
官
と
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
た

め
に
必
要
な
能
力
と
体
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
。

○
受
験
お
申
し
込
み
期
間

７
月
９
日
(月)
か
ら
８
月
３
日
(金)
ま
で

※ 

郵
送
は
８
月
３
日
消
印
ま
で
有
効
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

○
試
験
日
及
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

【
体
力
試
験
】
９
月
15
日
(土)

　
古
河
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

【
教
養
・
作
文
試
験
、
適
性
検
査
】

　
９
月
16
日
(日)

　
古
河
市
役
所
三
和
庁
舎
に
て

・
第
２
次
試
験

　
10
月
下
旬
予
定
（
面
接
試
験
）

○
試
験
申
込
書
等
の
請
求

　 

消
防
本
部
及
び
古
河
、
総
和
、
下

妻
、
坂
東
消
防
署
並
び
に
広
域
圏

内
の
各
消
防
分
署
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

※ 

詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
（47）
０
１
２
４

○
日
時
　
８
月
２
日
(木)

○
日
程
　

　
第
１
回

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分
ま
で

　
第
２
回

　
午
後
12
時
30
分
か
ら
１
時
30
分
ま
で

　
第
３
回

　
午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

○
場
所

　
古
河
市
中
央
運
動
公
園
総
合
体
育
館

※
上
履
き
用
意
。駐
車
場
約
５
０
０
台

町
税
等
夜
間
収
納
窓
口
の
開

設
に
つ
い
て

■
平
成
25
年
４
月
開
校
の
古

河
地
区
中
等
教
育
学
校
（
仮

称
）
第
３
回
学
校
説
明
会
開

催
の
お
知
ら
せ

■
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
官
採
用

試
験
案
内

○
説
明
内
容

　
学
校
概
要
及
び
入
学
者
選
抜
等

○�

対
象
　
参
加
希
望
者
（
特
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
お
申
し
込
み

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.

koga6.com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
古
河
地
区
中
等
教
育
学
校
開
設
準

備
室
（
総
和
高
等
学
校
内
）

　
☎
（92）
４
５
５
１

　
今
、
働
く
人
の
６
割
が
「
こ
こ
ろ

の
疲
れ
」
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
場
は
３
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
へ
の
「
取

り
組
み
方
が
わ
か
ら
な
い
」
「
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
」
等
に
つ
い

て
精
神
科
医
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
が
無
料
で
助
言
や
支
援
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
９
（
３
０
０
）
６
０
３
０

○
受
付
期
間

　
７
月
17
日
(火)
か
ら
７
月
26
日
(木)
ま
で

※ 

申
込
書
は
、
必
ず
簡
易
書
留
郵
便

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
26
日
消

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
活
用
し

ま
し
ょ
う

■
裁
判
所
職
員
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）
案
内

印
有
効
）

○
受
験
資
格
　
平
成
24
年
４
月
１
日

に
お
い
て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以

内
の
方
及
び
平
成
25
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

○
第
一
次
試
験
日
　
９
月
16
日
(日)

○
第
一
次
試
験
種
目

　
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

　
作
文
試
験

○
第
二
次
試
験
日

　
10
月
中
旬
か
ら
下
旬

○
第
二
次
試
験
種
目

　
人
物
試
験
（
個
別
面
接
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課
人
事
第
一
係

　
☎
０
２
９
（
２
２
４
）
８
４
２
１

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.courts.go.jp/

○
日
時
　
７
月
24
日
(火)

　
　
　
８
月
28
日
(火)
、
８
月
29
日
(水)

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
受
付
　
午
後
１
時
か
ら
）

○�

訓
練
科
　
機
械
技
術
科
、
自
動
車

整
備
科
、
情
報
技
術
科
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
制
御
科
、

○�

対
象
者
　
高
校
生
ま
た
は
当
学
院

を
受
講
希
望
さ
れ
る
方

○
場
所
　
土
浦
市
中
村
西
根
番
外
50

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

　
☎
０
２
９
（
８
４
１
）
３
５
５
１

■
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓
口
の

受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
７
月
か
ら
夜
間
収
納
に
限

り
、
学
校
給
食
費
も
役
場
で
お
預
か

り
し
ま
す
。

○
開
設
日

　
７
月
31
日
(火)
午
後
７
時
ま
で

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

対象税等 町　税　等
学校給食費 介護保険料 保育料 上下水道料金 下水道

受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
教育委員会
（役場）

健康福祉課
（役場）

健康福祉課
（役場）

上下水道課
（川妻浄水場）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ

税　　務Ｇ
学校教育Ｇ 高齢者支援Ｇ 社会福祉Ｇ 水　道Ｇ

下水道Ｇ 下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）0006 （84）3000 （84）3000



健康応援隊！The

体験が人を体験が人を
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人口と世帯
総人口
　男
　女
世帯数

※（　）内は前月比ご意見・ご要望をお待ちしています。
あて先
●町長（直通）　
84―1550
●総務課広報担当
84―1111（内線227）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

7月の納税 納期限：7月31日（火）です
固 定 資 産 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
保 育 料
学 校 給 食 費

２ 期
１ 期
１ 期
１ 期
７ 月 分
４ 期

町民税務課 税務G 内線252
町民税務課 税務G 内線253
町民税務課 税務G 内線252
健康福祉課 高齢者支援G 内線239
健康福祉課 社会福祉G 内線237
教育委員会 学校教育G 84-1462 （6月1日現在　住民基本台帳から）

9,345人
4,681人
4,664人

3,118世帯

－3
－7
＋4
±0

　
も
う
何
年
も
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
今
さ
ら
禁
煙
な
ん
て

…
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
習
慣
的
に
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

方
が
、
禁
煙
を
始
め
る
と
、
そ
の
直

後
か
ら
身
体
が
健
康
の
回
復
に
向
け

て
動
き
始
め
ま
す
。

・
20
分
後
　
血
圧
と
脈
拍
が
正
常
に

・
８
時
間
後
　�

血
液
中
の
酸
素
濃
度

が
上
が
る

・
24
時
間
後
　�

心
臓
発
作
の
危
険
性

が
減
る

・
２
日
後
　�

匂
い
と
味
の
感
覚
が

良
く
な
る

・
３
日
後
　
呼
吸
が
楽
に
な
る

　
　
　
　
　
　
肺
活
量
が
増
え
る

・
２
週
間
後
　�

体
の
血
液
の
流
れ
が

改
善

・
３
カ
月
後
　�

肺
の
機
能
が
上
が
り
、

息
切
れ
が
軽
減

　
10
年
か
ら
15
年
後
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
に
か
か
る
危
険
性
が
、
非

喫
煙
者
と
同
じ
く
ら
い
に
近
づ
い
て

き
ま
す
。

　
体
へ
の
効
果
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○�

タ
バ
コ
を
吸
う
場
所
を
探
す
必
要

が
無
く
な
る

タ
バ
コ
と
健
康

　
新
学
期
が
始
ま
り
、
様
々
な
行
事
が
ス

タ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の

体
験
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
の
ね
ら
い
は
、
体
験
を
通
じ

て
学
習
者
が
自
ら
何
を
気
づ
く
か
と
い
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず

正
解
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ

の
体
験
の
過
程
の
な
か
で
、
何
に
気
づ
き
、

感
じ
、
そ
し
て
行
動
し
、
自
他
を
理
解
し

て
自
分
自
身
の
変
容
を
促
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
行
事
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
２
年
　
大
関
　
菜な

月つ
き

　
お
や
ま
え
き
で
、
は
じ
め
て
で
ん
車
の

キ
ッ
プ
を
か
い
ま
し
た
。
じ
ぶ
ん
で
か
う

の
が
は
じ
め
て
で
す
。
で
ん
車
に
の
る
と

き
は
、
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。
う
ん
て
ん

し
さ
ん
が
見
え
ま
し
た
。
は
ん
の
友
だ
ち

と
行
っ
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
年
　
園
田
　
優ゆ

羽う

　
つ
く
ば
山
に
の
ぼ
っ
て
、
た
く
さ
ん
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

岩
に
の
ぼ
れ
な
い
時
に
、
め
い
さ
ん
と
み
ゆ

う
さ
ん
に
た
す
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
す
べ
っ
ち
ゃ
っ
た
時
に
、
「
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ

と
で
す
。
三
つ
目

は
、
ち
ょ
う
上
に

つ
い
た
時
で
す
。

と
て
も
つ
か
れ
た

け
ど
、
「
や
っ
と

つ
い
た
！
」
と
思

い
ま
し
た
。
四
つ

目
は
、
み
ん
な
が

ケ
ガ
な
く
帰
っ
て

き
た
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
木
村
　
雪ゆ
き

乃の

　
鎌
倉
で
の
班
別
行
動
で
は
、
地
図
が
読
め

る
だ
ろ
う
か
、
班
の
人
か
ら
は
ぐ
れ
な
い
だ

ろ
う
か
と
心
配
し
ま
し
た
。
で
も
当
日
は
、

地
図
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
近
く
の
人
に
聞

き
、
は
ぐ
れ
そ
う
な
所
は
、
み
ん
な
で
か
た

ま
っ
て
と
い
う
こ
と
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
計
画
通
り
の
所
へ
行
け
ま
し

た
。
男
女
で
協
力
し
て
で
き
た
の
で
一
生
の

思
い
出
で
す
。

○
タ
バ
コ
分
の
お
金
を
他
に
使
え
る

○�

服
や
口
の
タ
バ
コ
臭
か
ら
解
放
さ

れ
る

○�

受
動
喫
煙
の
害
か
ら
、
家
族
を
守

る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
平
成
22
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

の
結
果
に
よ
る
と
、
習
慣
的
に
タ
バ

コ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
、
男
性
32
．

２
％
、
女
性
８
．
４
％
で
、
前
の
年

よ
り
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
37
．
６
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
タ
バ
コ
は
健
康
に
よ
く
な
い
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
禁
煙
が
続
か
な
い

の
は
、
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
有
害
物

質
「
ニ
コ
チ
ン
」
の
せ
い
で
す
。
意

思
の
弱
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
本
数
や
年

数
な
ど
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
と
、

禁
煙
外
来
の
あ
る
病
院
で
は
、
保
険

診
療
と
し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
禁
煙
の
効
果
は
そ
の
日
か
ら
現
れ

て
き
ま
す
。
１
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

成
功
す
る
人
は
稀
で
す
。
成
功
す
る

ま
で
何
度
で
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
）



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
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Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
m
ail@

tow
n.goka.lg.jp

■
発
行
／
五
霞
町
役
場
　
〒
306-0392

　
茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
大
字
小
福
田
1162－

1　

0280（

84）1111㈹

７月
お知らせカレンダーお知らせカレンダー

我
が
家
の
主
役

松本正行・ゆみさん
（原宿台）の長男
（父母のひと言）
いつも元気で明るい流空くん。
これからも元気で優しく、笑顔いっぱいな
子になってね。

小児医療
輪 番 制

西南：茨城西南医療センター病院（境町）（87）8111 ：友愛記念病院（古河市）（97）3000
※輪番日及び時間…月・火・水・木・土曜日：午後６時～午後11時、日曜日・祝日：午前９時～午後４時
※実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディカルセンター病院でも小児医療を対応しています。

友愛

土曜窓口業務を行っています
土曜日（祝日を除く）の午前8時 30分から正午まで一部窓口業務を行っています。ぜひご利用ください。

▼申請・請求できる方▼
　住　　民　　票　　………本人及び同一世帯の方
　戸籍謄本・抄本　　………本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方
　印　鑑　証　明　　………印鑑登録証をお持ちの方
※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
　　　　　　　　　　　　　　○お問い合わせ　町民税務課　町民グループ　（84）1965

流空 くん
る あ

平成22年２月８日生

このコーナーに掲載をご希望の方は、総務課（内線227）までお申し込みください。

町民税務課

東日本大震災義援金について
　平成24年９月30日㈰まで受
付期間を延長いたします。
　引続き、皆様のご協力をお願
いします。お預かりした義援金
は、日本赤十字社茨城支部に送
金し、被災者への生活支援や見
舞金に使われます。

○義援金送金額
　1,178,779円（6月13日現在）

日 月 火 水 木 金 土

15

第31回五霞近隣ミニ
バスケットボールスポ
ーツ少年団大会（女子）
（B&G海洋センター）
さかいふるさと祭り
　　　　（花火大会）

22

がん検診・特定健診
　　（保健センター）　

8

第31回五霞近隣野球スポー
ツ少年団大会
（丸池台球場・五霞中学校野球場）
第31回五霞近隣サッカース
ポーツ少年団大会
（五霞西小・五霞中学校グラウンド）

29

16

紙類

みんなでクッキング
　　　　（南児童館）
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

道の駅ごか（定休日）

17

可燃ごみ
消費生活相談窓口
　　　（ひばりの里）　　

11

ママといっしょ
　　　　（南児童館）
乳がん子宮がん検診
　　（保健センター）

19

第31回五霞近隣バ
レースポーツ少年団
大会
（五霞中学校体育館）

14
手作りクッキング
　　　　（西児童館）
ママといっしょ
　　　　（南児童館）

12 可燃ごみ
すくすく相談
　　（保健センター）

13

がん検診・特定健診
　　（保健センター）　

7可燃ごみ
ちびっこ広場
　　　　（西児童館）
がん検診・特定健診
　　（保健センター）

6

西南西南

西南西南

西南西南

西南

西南西南

西南西南

西南

西南 西南西南

西南西南西南 西南西南

西南

西南

西南

西南
輪番休止日

友愛

可燃ごみ
避難訓練
　　　　（西児童館）
３～５か月児健診
　　（保健センター）

18

可燃ごみ
　
25

お楽しみ会
　　　　（南児童館）
乳がん子宮がん検診
　　（保健センター）

可燃ごみ20

可燃ごみ

そうめん流し
　　　　（西児童館）

21

第31回五霞近隣野
球スポーツ少年団大
会
（丸池台球場・五霞中
学校野球場）

28
輪投げで遊ぼう
　　　　（南児童館）

24
高血圧予防相談
成人健康相談
　　（保健センター）

親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

10

缶類

可燃ごみ
　
30

可燃ごみ23

キラキラシャボン玉
　　　　（西児童館）
町税等夜間収納窓口
　　　　　（各窓口）

31

シャボン玉飛ばそう
　　　　（南児童館）
わくわく元気づくり
　　（保健センター）

26
親子料理教室
　　（保健センター）

27

可燃ごみ
　

9

　
1 可燃ごみ

１歳６か月児健診
　　（保健センター）

4
星に願いを
　　　　（西児童館）
ママといっしょ
　　　　（南児童館）
ふれあいハート教室
　　（保健センター）

5
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

32

可燃ごみ
　

不燃ごみ
　

可燃ごみ
ドッジボール大会
　　　　（南児童館）

道の駅ごか（定休日）

　

西南 西南

毎日の夜間／18時30分～23時30分
休日の昼間／  9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

可燃性粗大ごみ

不燃性粗大ごみ

ビン類・ペットボトル

ビン類・ペットボトル缶類

缶類

海の日

広報ごか　2012．7 16


